
歯科衛生士専門学校生のスポーツ歯科の認識

69

資 料

歯科衛生士専門学校生のスポーツ歯科に対する認識
山 内 六 男 1）　　山 本 寛 明 2）　　渡 邊 　 諒 2）　　岩 堀 正 俊 2）

Knowledge of Sports Dentistry in Students Attending the School for 
Dental Hygienists

YAMAUCHI MUTSUO1）, YAMAMOTO HIROAKI2）, WATANABE RYO2）, IWAHORI MASATOSHI2）

歯科衛生士専門学校 1年生のスポーツ歯科の認識について調査した．
朝日大学付属歯科衛生士専門学校の 2年間の入学生 144 名について，スポーツ選手の口腔管理と競技能力
との関連，マウスガードの認知度，装着目的，情報の取得方法，見たことがあるか，装着経験の有無，マウ
スガードの入手先，価格を調査した．
スポーツ選手の口腔管理は競技能力に影響するかの質問には，12名（8％）が影響すると答えた．マウスガー
ドは 116 名（81％）が知っていた．マウスガード装着の目的では歯の破折予防が最多であった．マウスガー
ドの情報はテレビからと答えた割合が最多であった．マウスガードを見たかの質問には 53 名（37％）が見
たと答えた．マウスガードを装着したことがあるのは 9名（6％）であった．マウスガード義務化種目であ
る空手やラクロスと答えた者は非常に少なかった．マウスガードは歯科医院で作ると答えた者が最多であっ
たが，整形外科やスポーツ店と答えた者もいた．マウスガードの価格は 1万円と答えた者が多かった．
以上の結果から，歯科衛生士専門学校 1年生では正確なスポーツ歯科の知識は少ないことがわかった．

キーワード：歯科衛生士専門学校生，1年生，スポーツ歯科，アンケート調査，認識

The knowledge of sports dentistry was investigated in students attending the school for dental hygienists.
A questionnaire survey was conducted for 144 fi rst grade students of the Asahi University school for 

dental hygienists. The survey questions covered the infl uence of oral management of athletes on their ability 
to compete, knowledge of mouthguards and their purpose, experience of wearing mouthguards, knowledge of 
sports that require mouthguards, knowledge on how to obtain mouthguards, and desired price for a mouth-
guard.
Eight percent of students answered that athletes’ oral management affected their performance in a 

match. Of the respondents, 81% of students were aware of the use of mouthguards. Regarding the purpose 
of wearing mouthguards, prevention of tooth fracture was the most common answer. Information about 
mouthguards gained from television was the highest. 37% of the students had seen a mouthguard, and 6% 
of the students had worn one. There were very few students who answered that mouthguards are obligatory 
in karate and lacrosse. Most students answered that mouthguards could be obtained at a dental clinic, but 
some students said it would be available in an orthopedic or sports shop. Many students answered that the 
desired price of a mouthguard was 10,000 yen.
From the above results, it was found that there was little knowledge of accurate sports dentistry in stu-

dents attending the school for dental hygienists.

Key words：students of school for dental hygienist, fi rst grade, sports dentistry, questionnaire survey, 
knowledge
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73 名（63％）と最多であり，友人からの情報が次い
でいた（表 2）．
マウスガード装着の目的では歯の破折予防が 103 名

（89％）と最多で，顎関節の保護が次いでいた（表 3）．
パワーアップや噛みしめができるとの回答もあった．
マウスガードを見たかの質問には，53 名（37％）
が見たと答えており，マウスガードを装着したことが
あるかの質問には，9名（6％）が装着したことがあ
ると答えた．
マウスガード装着義務化種目 5）の質問では，ボクシ
ングが 113 名（97％）と正答した者が最多であり，次
いでラグビーフットボール，アメリカンフットボール，
アイスホッケーと，正答率が高かったが，グランドホッ
ケーは少なく，特に空手やラクロスと答えた者は非常
に少なかった（表 4）．
マウスガードは歯科医院で作ると答えた者が最多で

あったが，整形外科やスポーツ店と答えた者もいた（表 5）．
マウスガードの価格は 1万円と答えた者が多かった

（表 6）．

目 的

以前われわれが歯科衛生士のスポーツ歯科に対する
認識について調査したところスポーツ歯科に関する知
識を有しているものの，正確な知識にはやや乏しいこ
とを報告した 1）．一方，歯科衛生士学校の学生のスポー
ツ歯学に関する知識に関してみると，米畑ら 2）はマウ
スガードに対する知識について歯学部学生，歯科技工
学校生，歯科衛生士学校生および学生・社会人，患者
で調査を行い，現状では歯科関係の教育を受けている
学生と一般との間に大きな差は認められなかった報告
している．前田ら 3）は，歯科衛生士学校の 1年生につ
いて調査したところ，学生のスポーツ歯学に対する関
心は低く，誤った知識をもっている者が多いと報告し
ている．宮澤ら 4）は，歯科衛生士学校の 2年生および
3年生について調査し，マウスガードを知っている者
は多いものの，実際に使用した者は少ないことを報告
している．しかし，これらの報告では歯科衛生士学校
生の調査学年が異なることや調査項目が一致しておら
ず，歯科衛生士学校生のスポーツ歯科に対する認識に
ついて明らかになっているとはいい難い．
そこで今回，歯科衛生士専門学校の 1年生に対して

スポーツ歯科の認識についてアンケート調査を行った
ので報告する．

方 法

朝日大学歯科衛生士専門学校の平成 20 年度入学の
1年生 56 名，21 年度入学の 1年生 88 名，合計 144 名
に対して，歯科衛生士に行ったと同じアンケート調査 1）

を行った．すなわち，スポーツ選手の口腔管理と競技
能力との関連，マウスガードの認知度，装着目的，情
報の取得方法，見たことがあるか，装着経験の有無，
マウスガードの入手先，価格についてアンケート調査
を行った（表 1）．
なお，アンケート調査は無記名で行い，個人が特定

できない状態で情報を取り扱ったため，倫理審査の対
象には該当しないと考え，倫理審査は申請していない．

結 果

アンケートを行った 144 名全員から回答を得た．全
員が女性で，年齢の最頻値は 18 歳であった．
スポーツ選手の口腔管理は競技能力に影響するかの

質問には，12 名（8％）が影響すると答えた．
マウスガードを知っているのは 116 名（81％）であっ

た．そこで，表 2以降の回答数は認知した学校生のみ
の結果を示した． 
マウスガードの情報はテレビからと答えた割合が

表 1　アンケート内容

表 2　マウスガードの目的

73 63
0 0
0 0
4 3
7 6

12 10
21 18
4 3
5 4
1 1

11 9
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考 察

前田ら 3）は，歯科教育前の学生に対してスポーツと
歯科との関連について調べたところ，ほとんどの学生
が関連あると答えたと報告しているが，今回の調査で
は 8％と少なかった．これは，前田ら 3）が 4段階の選択
肢でアンケート調査を行っていることの違いなどによ
り差が出たことも考えられる．また歯科衛生士は，ス
ポーツ選手の口腔管理は競技能力に影響すると全員が
答えていた 1）が，実務経験や卒業後のスポーツ歯科に
関する知識の取得などによる差がでたとも考えられる．
マウスガードの認識に関して宮澤らの報告 4）でも平
均 93.5％であり，今回の結果 81％とも近い．しかし，
前田ら 3）は 15％～ 30％程度と述べているが，選択肢
が認知と見た経験が混在したアンケートであり，少な
かった可能性がある．一方，歯科衛生士ではほぼ全員
がマウスガードを知っていると答えており 1），この項
目でも実務経験などによる差がでたと考えられる． 
マウスガードの情報はテレビからと答えた割合が最
多であり，次いで友人からの情報であったが，歯科衛
生士でもテレビからと答えた割合が多かったものの友
人からの割合が低く 1），対象年代や学生と社会人との
生活環境などによる差がでたものと思われる．
顔面外傷予防以外がマウスガード装着の目的 5）とな
るが，今回の調査では歯の破折予防が最多で他の外傷
予防も約半数が理解しており，米畑ら 2），前田ら 3）の
外傷の予防が多かったとの報告と同様の結果となっ
た．しかし，米畑ら 2），前田ら 3）と同じく脳しんとう
予防と答えた割合が最も少なく，必ずしも正確な目的
を知っていないことが推察された．なお，歯科衛生士
でも歯の破折予防が最多であったが，脳しんとう予防
が最も少なく 1），同様の傾向であった．
マウスガードを見たかの質問は 37％であり，前田
ら 3）の 15％～ 30％よりも高かったが，歯科衛生士で
は見た者が 66.7％であり 1），ここでも実務経験などに
よる差がでた．しかしながら，マウスガードを実際に
装着したことがあると答えた者は 6％と少なく，宮澤
ら 4）でも 14.1％であり，マウスガードの普及が低いこ
とが推察された．
年齢や競技団体などで異なる場合もあるがマウス
ガードの装着が義務化されている種目としては，ボク
シング，ラグビーフットボール，アメリカンフットボー
ル，アイスホッケー，グランドホッケー，空手，ラク
ロスがある 6）．今回の調査でも米畑ら 2），前田ら 3）と
同様にボクシングが最多であり，次いでラグビーフッ
トボール，アメリカンフットボール，アイスホッケー
と正しい競技種目を選択していたが，空手やラクロス

表 3　マウスガードを知った媒体

64 55
9 8
5 4
2 2

36 31

1
3
5
8
1
2
2

0 0
8 7

26 22
16 14
42 36
15 13
9 8

表 4　マウスガード装着義務化種目

表 5　マウスガードの入手先

表 6　マウスガードの価格

19 16
53 46
103 89
47 41
56 48
11 9
2 2
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と答えた者は前田ら 3）と同じく非常に少なく，正確な
マウスガード装着義務化種目の情報を有していないこ
とが推察された．空手の回答が低かった結果について
は競技団体が多数ある 7）ことや女子の競技人口が少な
い 8）ことなどが考えられるが明確ではない．ラクロス
では団体設立が 1987 年 9）と比較的最近であることか
ら，競技としての認知も低いことが影響しているとも
考えられる．歯科衛生士でも回答の傾向は同じであっ
た 1）が，ラクロスに関しては歯科衛生士学校生の 4％
に対して歯科衛生士は 12.8％であり，実務経験などに
より正しい知識が増加していることが伺えた．
マウスガードは歯科医院で作ると答えた者が最多

で，前田ら 3）と同様あったが，整形外科やスポーツ店
と適切ではない答えをした者もおり，歯科医師会や関
連学会などによるマウスガードに対する普及啓発活動
が浸透していないことが考えられた．
マウスガードの価格は 1万円と答えた者が多く歯科
衛生士とも同じであった 1）が，以前の高校スポーツ選
手を対象とした調査では 3千円との答えが多かった 10）．
実際にマウスガードを装着する機会の多い高校スポー
ツ選手とほとんどがマウスガードを装着したことのな
い歯科衛生士専門学校生というおかれた環境により差
が出た可能性がある．なお，前田ら 3）とは金額区分が
異なるが，1,000 円から 5,000 円の範囲が多かったと報
告しており，調査年代や学校差などがでたとも思われ
るが明確ではない．一方，歯科医院で提供しているマ
ウスガードの最多価格は 5,000 円，平均は 8,000 円であ
り 11），学校生では一般に歯科医院で提供されている価
格よりも高い価格として認識していることが分かった．
以上のことから，歯科衛生士専門学校 1 年生のス

ポーツ歯科に関する正確な知識は少ないことが判明し
た．今後は，歯科教育の影響について 2年生にも同様
のアンケート調査を行い，報告する予定である．

結 論

歯科衛生士専門学校 1年生では，正確なスポーツ歯
科の知識は少ない．

本論文において，開示すべき利益相反状態はない．
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